
議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。
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議員からハラスメントを
受けたことがあるか

どのようなハラスメントだったか
（トップ5）

 
今
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
の
中
で
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
理
解
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
回
の
特
集
で
は
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
市
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。ま
た
、特
別
職（
議

員
や
市
長
等
）
に
ま
つ
わ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
票
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
調
査
し
、
議
会
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

筑紫野市議会は
条例制定に動いた

筑紫野市議会議長インタビュー筑紫野市議会議長インタビュー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
っ
て

　
皆
さ
ん
は
報
道
等
で
議
員
や
市
長
等
が
自
治
体
職
員
に
対
し
て
声
を
荒
げ
た
り
、
威
圧
的

な
行
為
を
し
た
り
し
て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
全
国
各
地
で
こ
の
よ
う
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
報
告
事
例
が
あ
り
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
独
自
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
を

制
定
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
全
国
で
は
80
自
治
体
で
議
員
や
首
長
等
に
関
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和
６
年
12
月
16
日
現
在
）。

※

通
常
、
職
員
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
要
綱
や
規
程
等
で
定
め
ら
れ
ま
す
。
議
員
に
つ
い
て
は
、
政
治
倫
理

条
例
で
規
定
す
る
政
治
倫
理
基
準
で
定
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

議
員
や
市
長
等
か
ら

職
員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ

赤司 泰一 議長
筑紫野市議会
あか　し　　たい　ち

　議員がハラスメントを行う事も
あれば、受ける事もあります。そ
のため、議員に関するハラスメン
ト防止条例を独自で制定する自治
体が徐々に増えています。そこで
昨年、福岡県内でハラスメント防
止条例を制定した筑紫野市議会の
議長にお話を伺いました。

　筑紫野市議会も若い議員が増えま
したが、世代によって考え方が違い
ます。そのため、悪気なく発した言
葉を、受け取る側はハラスメントと
捉えることがあります。この条例は、
価値観等の違いはありますが、人権
や尊厳を大事にしようというのが特
徴です。また、議会等で議論が白熱し、
つい口調が荒くなってしまうことも
あります。それもパワハラと規定し
ているのが大きな特徴です。条例は
制定しましたが、今後使われないこ
とを願っています。

議員や市長等を対象としたハラスメントに
関する条例の制定状況（福岡県内）

議員から市職員へのハラスメントに
関わる実態調査（兵庫県三田市）

なし
56自治体
（93%）

ない
106人
（62%）

ある
65人
（38%）

あり
4自治体
（7%）

制定した
自治体
築上町
中間市
筑紫野市
春日市

職員を対象としたハラスメントに
関する規則等の規定状況（福岡県内）

していない
14自治体
（24％）

規則等を規定し、
職員に周知している

44自治体
（76％）

威圧的・高圧的な
言動や態度をされた
対応や回答（答弁）に
罵倒された
大声で叱責された
執拗に質問や批判を
繰り返された
理不尽な要求をされた

1

2

3

4

5

57人

39人

30人

19人

16人

（複数選択可）

No!ハラスメント特集

仕事のミスで
人格否定を
しないで

おばあちゃんと
呼んでいいのは
孫だけよ

立場を利用して
自分の考えを
押し付けないで

社長、 飲み会で
身体を触らないで

ください！

男のくせにできないの？
と強要しないで

不当な
残業の要求は
やめてくれ

同僚からの心無い一言
相手の立場に立って

考えて

お客様だからって
何をしても良いわけでは

ありません

出典：一般社団法人 地方自治研究機構
「首長等や議員によるハラスメントに関する条例 制定状況」

出典：三田市「議員からのハラスメントに関する実態調査アンケート」イメージ

出典：総務省女性活躍・人材活用推進室
「地方公共団体における各種ハラスメント対策の取り組み状況調査」

福津市は令和２年にハラスメント
防止規程を規定。その対象は特別
職を除く一般職員としている。

西日本新聞2024.11.14朝刊

西日本新聞2023.12.21朝刊

2議 会 だ よ り  ふ く つ



県議会議員及び県議会議員になろうと
する者は、公職に参画し、又は参画し
ようとする者として高い倫理観が求め
られること及びハラスメントが個人の
尊厳を不当に傷つけ、人格権その他の
基本的人権を侵害する行為であること
を自覚し、政治活動等における自らの
言動を厳しく律しなければならない。 

　
票
を
失
い
た
く
な
い
か
ら
我
慢
を
す
る
・・・・・
。

　
皆
さ
ん
は
「
票
ハ
ラ
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
「
票
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
略
称
で
、

選
挙
や
政
治
活
動
に
お
い
て
有
権
者
が
候
補
者
に
過
度
な
要
求
や
圧
力
を
か
け
る
行
為
を
指

し
ま
す
。特
に
女
性
や
若
い
候
補
者
が
性
別
や
年
齢
に
基
づ
く
差
別
や
偏
見
を
受
け
や
す
く
、

標
的
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は
、政
治
参
加
へ
の
障
壁
の
一
因
と
し
て
も
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

議
員
へ
の
票
ハ
ラ

　
票
ハ
ラ
の
一
つ
に
は
、
選
挙
や
政
治
活
動
の
中
で
の
不
当
な
要
求
も
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば

「
選
挙
を
応
援
し
た
の
に
、
当
選
後
に
挨
拶
も
年
賀
状
も
な
い
！
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
実
は
こ
れ
ら
の
行
為
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
複
雑
で
わ
か

り
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
誤
解
さ
れ
や
す
い
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

気
を
付
け
よ
う
！
や
っ
て
は
い
け
な
い

選
挙
運
動
と
政
治
活
動

福
岡
県
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

福
岡
県
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
経
緯
は

　
県
内
の
実
例
や
内
閣
府
の
調
査

で
︑
議
会
内
の
力
関
係
に
よ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
有
権
者
等
か
ら
の

票
ハ
ラ
が
女
性
や
若
者
の
議
員
活

動
と
政
治
参
画
を
阻
害
し
て
い
る

実
態
が
判
明
し
ま
し
た
︒
県
議
会

が
根
絶
に
取
り
組
む
べ
き
と
の
認

識
が
広
が
り
︑
議
員
提
案
で
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
取
り
組
み
や
具
体
策
は

　
県
内
地
方
議
会
の
議
員
全
て
を

対
象
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

被
害
者
救
済
の
た
め
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
︒
　

　
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
関
し
て
啓
発
し
た
い
内
容
は

　
議
員
等
に
は
︑
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

だ
け
で
な
く
疑
わ
し
い
言
動
も
自

粛
す
る
高
い
倫
理
観
を
求
め
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
県
民
に
も
票
ハ
ラ

を
含
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
︒

令和５年度統一地方選挙候補者
（市町議会）に対するアンケート

福岡県における
議会関係ハラスメントを
根絶するための条例

福岡県における
議会関係ハラスメントを
根絶するための条例

候補者
本人

（67人）

候補者の
親族

（22人）

候補者の
補助者
（14人）

その他
（4人）

5人

1人

280人

45人

16.1%

62人

26人

41.9%

性別
女性 記載なし男性

全体

347人

72人

20.7%

アンケート
回答者

ハラスメントを
受けたと回答

ハラスメントを
受けた割合

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
、
復
活
50
年
を
迎
え
た
津

屋
崎
祇
園
山
笠
な
ど
、
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
賑
わ
い

が
戻
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
１
月
に
は
福
津
市

が
市
政
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。ま
た
、

ま
も
な
く
旧
玉
乃
井
旅
館
が
市
内
３

例
目
の
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
関
係
人
口

の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

議
会
で
は
、
令
和
５
年
３
月
か
ら

議
会
基
本
条
例
の
検
討
を
重
ね
て
き

た
特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
新

年
度
か
ら
は
最
終
結
論
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
今
特
集
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
は
、
全
て
の
人
に
起
こ
り
得
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
他
人
事
で

は
な
く
我
が
事
と
し
て
捉
え
、
住
み

よ
い
社
会
と
な
る
よ
う
願
い
ま
す
。

本
年
も
、
議
会
と
し
て
市
民
の
負

託
に
応
え
、
明
る
い
未
来
を
築
く
た

め
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
何
と
ぞ
、
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
津
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
髙
山
　
賢
二

第３条 （県議会議員等の責務）

選挙後の挨拶行為 選挙運動の妨害

金銭の要求・提供

飲食物の要求・提供

選挙期間中の戸別訪問

福岡県における議会関係ハラスメント
を根絶するため、議長は、県内市町村
議会に関するハラスメント根絶のため
の活動の支援、協働その他県内市町村
議会との連携に取り組むものとする。 

第10条 （市町村議会との連携）

•概ね５人に1人がハラスメントを受けたと回答

5人

5人

100%

21人

13人

61.9%

16人

8人

50.0%

性別
20～30代

男性 女性
合計

全体数

339人

65人

19.2%

アンケート
回答者

ハラスメントを
受けたと回答

ハラスメントを
受けた割合

•20～30代のアンケート回答者でハラスメント
を受けたと回答した割合が高い

（複数回答可）

選挙期間中に
ハラスメントを受けたか

誰がハラスメントを受けたか

候補者本人がハラスメントを
受けた回答の年代別、性別内訳

1

2

3

4

どのようなハラスメントを
受けたか（トップ4）

（複数回答可）

No!ハラスメント特集

イメージイメージ

イメージ

イメージ

イメージイメージ

寸志

市
政
20
周
年
︑
よ
り
開
か
れ
た
議
会
へ

出典：福岡県議会
「令和５年度統一地方選挙候補者（市町議会）に対するアンケート」

41人

38人

33人

28人

暴力的な言葉（ヤジを含
む）による嫌がらせ

SNS、メール、怪文書等
による中傷、嫌がらせ
投票、支持の見返りに何
らかの行為を要求

年齢、婚姻状況、出産や
育児などプライベートな
事柄についての批判や
中傷

◀マニフェスト大賞エ
リア選抜選出の賞状に
喜ぶ髙山議長。議会だ
よりの全面刷新が住民
参加の議会改革として
評価を受けました。
※P15に関連記事

福岡県議会が主催する議会関係
ハラスメント根絶のための議員研修会



12月
臨時会

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議
の内容を報告します。

意
見
書
を
提
出

学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
る
た
め

の
恒
久
的
な
財
源
措
置
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者　
戸
田　
進
一

賛
成
多
数
で
可
決

12
月
臨
時
会

市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、
一
般
職

の
職
員
の
給
料
月
額
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
改
正
す
る
。

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
を
改
正賛

成
多
数
で
可
決

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

補
正
予
算

【
一
般
会
計
】１
億
４
２
１
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
３
２
２
億
８
６

６
２
万
円
と
な
っ
た
。

委
員
長　
　
戸
田　
進
一

副
委
員
長　
豆
田　
優
子

委　
員　
　
大
山　
隆
之

委　
員　
　
中
村　
恵
輔

委　
員　
　
佐
伯　
美
保

委　
員　
　
福
井　
崇
郎

委　
員　
　
秦　
　
浩　

委　
員　
　
中
村　
晶
代

設
置
期
間　
令
和
５
年
３
月
20
日

～
令
和
６
年
12
月
４
日

検
討
経
過
お
よ
び
結
果

　
本
委
員
会
は
、「
議
会
基
本
条

例
制
定
の
検
討
」を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
。
こ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
と
な
る
条
例

（
草
案
）の
作
成
に
向
け
、
延
べ

22
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
先

進
自
治
体
の
基
本
条
例
の
内
容

把
握
と
分
析
、
研
修
会
や
先
進

地
視
察
を
経
て
、
条
文
案
や
そ

れ
に
伴
う
具
体
的
取
り
組
み
な

ど
を
協
議
し
、「
福
津
市
議
会
基

本
条
例（
草
案
）」を
ま
と
め
上
げ

た
。

　
そ
の
上
で
最
終
的
に
議
会
基

本
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
二
元
代
表

制
の
下
、
市
民
に
身
近
で
開
か

れ
た
議
会
と
な
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
、
公

正
で
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に

寄
与
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、「
議
会
基
本
条
例

は
制
定
す
べ
き
で
あ
る
」と
い

う
結
論
に
達
し
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
本
委
員
会
が
出
し
た
結
論
に

沿
っ
て
、
今
後
は
議
会
運
営
委

員
会
に
て
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に

希
望
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
市

民
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
実
施
し
、

市
民
意
見
の
聴
取

も
お
願
い
し
た
い
。

議案審議

▲破損した福間漁港の浮桟橋

《
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
》

花は
な

田だ

　
浩ひ

ろ
あ
き明 

さ
ん

任
期　
令
和
７
年
７
月
１
日

　
　
　
～
令
和
10
年
６
月
30
日

人
事
案
件
に
同
意

12
月
定
例
会

【
一
般
会
計
】１
億
１
０
６
０
万
円

を
追
加
し
総
額
３
２
１
億
４
４
５

１
万
円
と
な
っ
た
。

障
害
児
支
援
事
業
費

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
単
価
の

上
昇
と
、
利
用
者
数
が
当
初
の
見

込
み
を
上
回
り
不
足
等
が
生
じ
る

た
め
、
増
額
を
行
う
費
用

１
億
３
８
６
万
円

小
学
校
学
習
環
境
整
備
事
業
費

　

令
和
７
年
度
に
特
別
支
援
学
級

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
必

要
な
備
品
を
購
入
す
る
費
用

３
８
４
万
円

　

市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
、
学
童
保
育
所
の
指

定
管
理
者
の
候
補
と
し
て
選
定
さ

れ
た
団
体
を
審
査
し
た
。

福
間
小
学
校
学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
者
を
指
定

株
式
会
社
テ
ノ・コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
質
疑

　
　

契
約
し
た
業
務
が
適
切
に
遂

行
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
ど
の
よ

う
な
期
間
と
、
ど
の
よ
う
な
体
制

で
指
導
、
監
督
し
て
い
く
の
か
。

　
　

毎
年
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、
財
政
や
運
用
状
況
を
把
握

し
て
い
く
。
定
期
的
な
意
見
聴
取
、

意
見
交
換
も
進
め
て
い
く
。

津
屋
崎
小
学
校
学
童
保
育
所
の
指

定
管
理
者
を
指
定

株
式
会
社
テ
ノ・コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
質
疑

　
　

指
定
管
理
者
の
変
更
で
、
指

導
員
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
影
響
が
あ
る
。
指
導

員
は
継
続
す
る
の
か
。

　
　

人
材
確
保
は
今
後
の
事
業
者

と
の
交
渉
で
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

福
間
漁
港
管
理
運
営
費

　

台
風
10
号
の
影
響
に
よ
り
破
損

し
た
浮
桟
橋
の
修
繕
工
事
を
行
う

費
用

　
　
７
１
７
万
円

津
屋
崎
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
管
理
運

営
費

　

台
風
10
号
の
影
響
に
よ
り
破
損

し
た
浮
桟
橋
の
修
繕
工
事
を
行
う

費
用

　
　
７
０
５
万
円

（
継
続
費
の
変
更
）

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

新
設
小
学
校
建
設
事
業
に
つ
い

て
、
継
続
費
の
総
額
、
期
間
、
年

割
額
の
変
更
を
行
う
。
造
成
工
事

費
に
、
建
設
工
事
費
及
び
工
事
監

理
委
託
料
を
加
え
た
費
用

期
間
：
令
和
５
～
８
年
度

51
億
１
９
４
６
万
円

り
、
現
在
の
指
導
員
に
ど
れ
だ
け

残
っ
て
も
ら
え
る
の
か
が
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

福
間
南
小
学
校
学
童
保
育
所
の
指

定
管
理
者
を
指
定

福
間
南
小
学
校
学
童
保
育
所
運
営

委
員
会

賛
成
多
数
で
可
決

神
興
小
学
校
学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
者
を
指
定

神
興
小
学
校
学
童
保
育
所
運
営
委

員
会

賛
成
多
数
で
可
決

【
共
通
事
項
】

指
定
の
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
12
年
３
月
31
日

中
学
校
学
習
環
境
整
備
事
業
費

　

令
和
７
年
度
に
生
徒
数
と
特
別

支
援
学
級
数
が
増
加
す
る
た
め
、

必
要
備
品
の
購
入
や
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
等
の
移
設
を
行
う
費
用

　
　
２
６
７
万
円

児
童
手
当
支
給
事
業
費

　
児
童
手
当
関
係
に
係
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
令

和
６
年
10
月
以
降
の
児
童
手
当
を

増
額
す
る
た
め
の
費
用

　
　
２
１
１
５
万
円

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業

　

令
和
７
年
度
に
特
別
支
援
学
級

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
福

間
小
学
校
、
福
間
南
小
学
校
、
神

興
小
学
校
、
神
興
東
小
学
校
の
改

修
工
事
を
行
う
費
用

　
　
２
０
９
４
万
円▲神興東小学校の特別支援学級

▲指定管理者が変更になる福間小学校学童保育所

市
民
福
祉

委員会

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

12月
定例会

報告書はこちら

報告書はこちら

議
会
基
本
条
例
制
定
検
討

特
別
委
員
会

公開します。みんなの賛成と反対
結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

12月定例会

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

承認 専決処分した事件の承認（令和６年度一般会計補正予算（専決第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度公共下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 人権擁護委員候補者の推薦（花田　浩明さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 福間小学校学童保育所の指定管理者を指定 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 福間南小学校学童保育所の指定管理者を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 神興小学校学童保育所の指定管理者を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 津屋崎小学校学童保育所の指定管理者を指定 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 学校給食費を無償化するための恒久的な財源措置を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月臨時会
可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例を改正 ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○
可決 市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例を改正 ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○
否決 令和６年度一般会計補正予算（第７号）修正案（議員及び特別職の手当等を削除） ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ●
可決 令和６年度一般会計補正予算（第７号）原案 ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度公共下水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
陳情

◆臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止するための法整備等を
　求める意見書提出の陳情/一般社団法人　中国における臓器移植を考える会　代表　丸山治章　
◆福津市商工会に対する市補助金について（お願い）/福津市商工会　会長　田畑博規

12月定例会・12月臨時会の

6議 会 だ よ り  ふ く つ7 議 会 だ よ り  ふ く つ



う！
市政を

問う！
QRから録画配信にアクセスできます。

髙山 賢二 議長

今回は
16人でした

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

一 般質問という議員主導の
政策論議

　
今
年
度
の
ふ
く
つ
ペ
イ

の
総
額
は
、
昨
年
度
よ
り
２

０
０
０
万
円
増
額
の
７
０
０

０
万
円
だ
が
、
今
後
さ
ら
な

る
増
額
は
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ふ
く
つ
ペ
イ
の
申

込
み
や
使
用
に
は
、
ス
マ
ホ

で
ア
プ
リ
の
登
録
が
必
要
で

あ
る
。
高
齢
者
に
は
、
操
作

が
難
し
い
と
の
声
も
聞
く
。

今
後
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ

ホ
教
室
に
、
ふ
く
つ
ペ
イ
の

登
録
や
操
作
方
法
の
勉
強
会

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
増
額
す
る
に
は
、
財
源

と
な
る
市
と
県
の
補
助
金
の

増
額
が
必
要
。
実
施
機
関
で

あ
る
商
工
会
の
負
担
が
増
加

す
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
の
執
行
を
考
え
て
い
る
。

ふ
く
つ
ペ
イ
の
勉
強
会
は

単
独
実
施
で
は
な
く
、
年
間

の
ス
マ
ホ
教
室
の
中
で
高
齢

者
向
け
に
操
作
説
明
を
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

スマホで決済するふくつペイ事業の目的は
事業者支援とキャッシュレス推進のために商工会が実施

秦 浩 議員
▲事業者支援のため
のふくつペイ

▲災害時、昇降口が混
雑する恐れも

▲アーチェリー場などの活
用でスポーツ施策の充実を

▲東福間口駅前広場側
の駅舎の天井の剥離

答弁

　
福
間
南
小
の
校
区
再
編

案
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
保

護
者
が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

校
区
再
編
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

迫
る
た
め
、
年
内
に
素
案
を

示
し
た
う
え
で
、
意
見
交
換

会
を
開
催
す
べ
き
で
は
。

仮
に
校
区
再
編
を
行
っ
て

も
、
す
ぐ
に
教
育
環
境
が
改

善
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
後
、
懸
念
さ
れ
る
防
災
面

や
特
別
教
室
の
不
足
に
対
し

て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
意
見
交
換
会
は
12
月
中

に
素
案
を
示
し
、
１
月
に
開

催
す
る
。
子
ど
も
連
れ
が
参

加
し
や
す
い
会
場
作
り
や
、

周
知
方
法
を
工
夫
し
た
い
。

今
後
の
教
育
環
境
に
つ
い

て
、
避
難
訓
練
の
見
直
し
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
調
理
室
等

の
特
別
教
室
は
、
不
足
解
消

に
向
け
て
計
画
的
に
整
備
し

て
い
き
た
い
。

校区再編案を示しての意見交換会は
年内に素案を示し、１月に地域への意見交換会を開く予定

中村 恵輔 議員

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に

ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

中
学
校
の
部
活
動
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
か
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の

実
績
と
今
後
は
。

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
で

は
、
大
会
開
催
を
目
標
と
し

て
い
た
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
。
運
営
に
は
障
害
福
祉
部

門
と
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

中
学
校
の
部
活
動
は
、
指

導
者
の
確
保
が
課
題
。
教
職

員
の
負
担
軽
減
も
急
務
で
あ

る
。
国
は
地
域
移
行
の
期
間

を
令
和
13
年
度
ま
で
延
長
し

た
。
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

に
は
、
市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
す
る
予
定
。

ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
実
績

は
、成
人
祝
賀
駅
伝
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
を
開
催
。

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
も
市
長
部
局
と
連
携
し
て

事
業
を
実
施
し
た
い
。

スポーツ行政の展望と施策の本気度は
今後、勇気や希望を与える施策が必要という課題を感じた

中村 清隆 議員

　
東
福
間
駅
で
予
定
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の

年
間
利
用
者
数
は
見
込
ん
で

い
る
の
か
。ま
た
、駅
舎
自
由

通
路
の
天
井
が
剥
が
れ
、鉄
骨

に
は
埃
が
堆
積
し
て
い
る
。管

理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

夕
陽
館
は
貸
与
事
業
者
と

の
契
約
が
整
い
、
ど
の
よ
う

な
提
案
を
受
け
て
い
る
の
か
。

　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の

利
用
者
数
の
見
込
み
は
立
て

て
い
な
い
。
ま
た
、
自
由
通

路
の
天
井
の
一
部
で
雨
漏
り

が
あ
り
、
防
水
工
事
を
行
っ

た
。
１
階
部
分
の
天
井
塗
装

の
剥
離
は
、
令
和
７
年
度
以

降
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

夕
陽
館
は
、
温
浴
設
備
の

拡
大
や
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ

の
新
設
を
計
画
中
。
館
内
に

は
カ
フ
ェ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

エ
リ
ア
を
設
け
、
津
屋
崎
海

岸
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と

の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

東福間口駅前広場の整備と利活用は
駐車場やイベントスペースを設け、にぎわいを創出したい

榎本 博 議員

答弁
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現
在
、
作
成
中
の
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
は
い
つ

完
成
か
。そ
の
進
捗
状
況
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
実
証
実

験
を
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農

業
の
現
状
は
。
ま
た
、
他
の

作
物
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導

入
し
な
い
の
か
。

　
福
津
市
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
は
令
和
７
年
度
末

に
改
訂
予
定
で
あ
る
。
現
在

ま
で
に
、
県
と
意
見
交
換
を

実
施
し
、
現
状
分
析
、
情
報

収
集
を
行
い
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
Ｊ
Ａ
宗
像

の
い
ち
ご
部
会
で「e-kaka

shi

」の
実
証
実
験
を
開
始

し
、
市
内
で
は
６
名
８
圃ほ

場

で
実
施
し
た
。
現
在
は
、
５

名
７
圃ほ

場
が
継
続
し
て
い

る
。「e-kakashi

」の
他
の

作
物
へ
の
利
用
は
導
入
や
運

用
の
コ
ス
ト
等
の
課
題
も
あ

り
、導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

基幹産業としている農業の今後の施策は
農業振興、農地の保全、地域農業の意見交換などを実施予定

倉元 敏徳 議員

　
今
後
、教
育
委
員
会
は
、

福
間
南
小
の
過
密
解
消
策
を

保
護
者
と
意
見
交
換
す
る

が
、
通
学
手
段
、
校
区
再
編

と
校
区
外
通
学
制
度
等
を
組

み
合
せ
た
過
密
解
消
策
が
必

要
で
は
。

そ
の
際
、
過
密
に
よ
る
弊

害（
運
動
場
で
毎
日
遊
べ
な

い
等
）を
押
さ
え
る
こ
と
が

重
要
。
文
科
省
測
定
デ
ー
タ

で
過
密
と
児
童
の
体
力
の
関

係
を
調
べ
た
。
規
模
の
大
き

い
学
校
の
児
童
の
体
力
が
、

福
岡
県
平
均
を
下
回
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
。
検
証
は
。

　
過
密
解
消
策
の
意
見
交

換
で
は
、
素
案
を
説
明
し
て

意
見
を
聴
取
し
た
い
。

小
学
５
年
生
の
体
力
デ
ー

タ
で
は
、
大
規
模
校
・
過
大

規
模
校
が
県
平
均
を
下
回
る

傾
向
が
強
く
、
学
校
規
模
と

体
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
今

後
検
証
す
る
。

通学手段含めた過密解消策を提案しては
保護者との意見交換会では必要な通学手段も話し合う

戸田 進一 議員
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債
券
の
価
値
は
下
落
傾

向
に
あ
る
が
、
令
和
５
年
度

決
算
で
の
保
有
債
券
の
時
価

下
落
に
よ
る
含
み
損
金
額

は
。ま
た
、基
金
の
約
70
％
を

債
券
で
運
用
す
る
理
由
は
。

基
金
運
用
の
状
況
を
含
め

た
福
津
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
、
広
報
や
住
民
説
明
会

等
で
市
長
選
挙
の
前
に
市
民

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
基
金
の
う
ち
債
券
は
約

78
億
円
、
額
面
と
時
価
の
差

で
あ
る
含
み
損
は
約
23
億
円

で
あ
る
。
債
券
運
用
の
理
由

は
、
預
金
よ
り
利
息
を
得
や

す
く
、
銀
行
破
綻
時
の
ペ
イ

オ
フ
対
策
の
た
め
で
も
あ
る
。

財
政
状
況
の
説
明
は
極
め

て
難
し
い
が
、
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
債

券
運
用
の
状
況
は
示
す
必
要

が
あ
る
。
市
長
選
挙
前
に
説

明
会
を
す
る
か
は
未
定
。

基金で購入した債券の下落額は
債券の時価は３割下落し、含み損は約23億円である

山本 祐平 議員
▲福津市の財政運営
は大丈夫か

　
竹
尾
緑
地
は
大
型
施
設

等
が
近
く
に
あ
り
、
駐
車
場

も
あ
る
。
ま
た
、
敷
地
も
あ

る
程
度
大
き
く
、
人
を
呼
び

込
め
る
環
境
に
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
は
、
自
然
環
境
保

護
の
教
育
活
動
の
場
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一

般
利
用
を
増
や
す
プ
ラ
ン
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
多
く
の
人
に
来
て
い
た

だ
く
と
い
う
考
え
も
あ
る

が
、
こ
こ
は
環
境
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
く
エ
リ
ア
と
し

て
も
位
置
付
け
て
い
る
。
多

く
の
人
が
訪
れ
て
し
ま
っ
て

は
環
境
が
悪
化
し
か
ね
な
い

の
で
、
環
境
保
全
エ
リ
ア
と

一
般
利
用
エ
リ
ア
に
ゾ
ー
ニ

ン
グ
し
て
い
る
。
郷
づ
く
り

や
様
々
な
人
が
環
境
保
全
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
の
で
、
説

明
し
た
上
で
、
積
極
的
に
人

を
呼
び
込
む
べ
き
か
を
慎
重

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

竹尾緑地の位置づけと年間整備費は
環境保全を目的とした都市公園緑地で、委託料は980万円

大山 隆之 議員 ▲日曜日の竹尾緑地

　
社
会
の
高
齢
化
に
伴
い
、

難
聴
者
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
本
市
窓
口
で
は
、
難
聴

者
に
対
し
て
筆
談
で
対
応
し

て
い
る
が
、
か
な
り
の
時
間

を
要
し
て
い
る
。

近
年
、
衛
生
的
で
安
価
で

も
あ
り
、
聞
こ
え
の
良
さ
も

良
好
な
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

を
設
置
す
る
自
治
体
が
増
加

し
て
い
る
。
導
入
し
た
自
治

体
職
員
か
ら
は
、
意
思
疎
通

が
円
滑
に
な
り
、
対
応
時
間

の
短
縮
に
つ
な
が
る
と
好
評

で
あ
る
。
本
市
で
も
、
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　
運
用
中
の
近
隣
自
治
体

を
調
査
し
て
、
有
用
性
は
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。

窓
口
業
務
の
他
、
介
護
認

定
調
査
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
訪
問
業
務
で
も
活

用
で
き
る
と
考
え
る
。
予
算

化
を
含
め
て
、
前
向
き
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。

軟骨伝導イヤホン導入で窓口対応しては
難聴者に有用性の高い機器であり前向きに検討したい

井手口 忠信 議員
▲軟骨伝導イヤホンが設
置されている他自治体

▲スマート農業で使
用中の「e-kakashi」

▲過密を解消し、適切
な教育環境を
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QRから録画配信にアクセスできます。

他にもこんな質問がありました
議員名 その他の質問

秦　　　浩
給食について
本市の公共施設の今後について

榎本　　博 中小企業振興条例について
山本　祐平 はづき公園での見守り事業について

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①今年は市政何周年でしょうか？
②基本条例の特別委員会は
　何回開催された？
③つくば市の義務教育学校で稼働
しているスクールバスは何台？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

市政を

議員名 その他の質問
倉元　敏徳 高齢者の健康維持・増進について
戸田　進一 学童保育所の充実について
石田まなみ 機構改革について
中村　晶代 医療的ケア児への教育環境の整備について
豆田　優子 市有財産の活用について

岩下　　豊

ふくつミニバスを含めた市内公共交通等の
充実に向けた取り組みについて
福津市教育委員会請願処理規則の一部改正
について

尾島　武弘 人材育成基本方針について

佐伯　美保
地域とともにある学校（コミュニティ・ス
クール）づくりにおける学校施設の安全と防
災対策、建設費用等について

市
民
参
加
の
議
会
だ
よ
り
へ

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
議
会
だ
よ
り

と
な
る
よ
う
、
先
進
自
治
体
へ
の
視
察

を
は
じ
め
、
他
自
治
体
の
議
会
だ
よ
り

を
取
り
寄
せ
て
、
議
会
広
報
調
査
特
別

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

74
号
か
ら
、
特
集
企
画
は
市
民
に
も

興
味
を
感
じ
て
も
ら
え
る
内
容
を
厳
選

し
ま
し
た
。
関
係
者
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
写
真
を
取
り

入
れ
、
市
民
参
加
の
特
集
へ
と
方
針
転

換
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
２
ペ
ー
ジ
構
成
だ
っ
た

特
集
を
４
ペ
ー
ジ
構
成
に
拡
充
し
、
レ

イ
ア
ウ
ト
や
色
使
い
に
も
工
夫
を
重

ね
、よ
う
や
く
市
民
か
ら
評
価
の
声
を
、

お
た
よ
り
カ
フ
ェ
な
ど
に
も
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り 

特
集
の
変
遷

　
文
部
科
学
省
の
図
書
標

準
に
照
ら
す
と
、
福
間
南
小

１
５
５
０
冊
、
福
間
小
２
１

０
０
冊
、
津
屋
崎
小
１
７
５

５
冊
、津
屋
崎
中
１
６
０
冊
、

福
間
中
１
１
６
６
冊
が
不
足

し
て
い
る
。
特
に
過
大
規
模

校
で
は
１
人
当
た
り
の
図
書

が
少
な
い
。
文
部
科
学
省
の

５
か
年
計
画
で
の
財
政
措
置

と
比
較
し
て
、
市
の
図
書
予

算
が
少
な
い
。
増
や
す
べ
き

で
は
。

　
交
付
税
措
置
を
計
算
す

る
と
福
津
市
全
体
で
１
３
３

３
万
８
５
０
０
円
。
こ
れ
に

対
し
て
、
令
和
６
年
度
に
配

当
し
た
図
書
予
算
は
７
２
６

万
４
０
０
０
円
で
、
交
付
税

算
定
に
用
い
る
額
よ
り
少
な

い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も

図
書
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
の
で
、
可
能
な
限
り
の

予
算
配
当
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

国基準で過大規模校の図書を増やしては
可能な限りの予算配当ができればと考えている

佐伯 美保 議員
▲文科省の学校図書館
図書整備5か年計画資料

　
市
長
は
、
１
期
目
で
対

話
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
、市

長
懇
談
会
や
各
種
団
体
な
ど

市
民
と
の
意
見
交
換
や
対
話

の
機
会
を
実
施
し
て
き
た
。

２
期
目
で
は
市
民
の
声
を
ど

の
よ
う
に
聴
取
し
、
市
政
に

生
か
し
て
き
た
の
か
伺
う
。

ま
た
、
意
見
交
換
会
な
ど

対
話
の
機
会
を
市
長
自
ら
が

設
け
る
と
い
う
こ
と
も
十
分

で
き
た
と
考
え
る
が
、
な
ぜ

し
な
か
っ
た
の
か
。

　
１
期
目
は
要
望
に
応
じ

て
、
担
当
職
員
と
共
に
対
話

の
場
に
出
向
い
た
。
２
期
目

で
も
対
話
を
重
視
し
、
新
た

に
産
官
学
の
連
携
や
、
市
民

が
参
画
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー

ム「
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー
」の

創
設
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
に
、
自

ら
動
い
て
意
見
交
換
会
が
で

き
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

反
省
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
。

市長は市民の声を市政にどう生かしたか
２期目は市政に参画する場やシステムなどの機構を創設

福井 崇郎 議員
▲執行部自らが市民の声
を生かす対話の機会を
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乳
幼
児
の
保
護
者
か
ら
、

育
児
休
業
明
け
や
３
歳
児
の

転
園
入
所
が
難
し
い
と
の
声

が
あ
る
。
市
の
現
状
は
。

ま
た
、
保
育
士
の
離
職
状

況
と
離
職
防
止
の
対
策
は
。

さ
ら
に
、
他
市
の
よ
う
な

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣

な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

保
育
士
不
足
の
た
め
、

令
和
６
年
11
月
時
点
で
７
施

設
が
定
員
未
満
の
受
け
入
れ

人
数
で
、
１
８
５
人
分
の
枠

が
活
用
で
き
な
い
状
況
。

新
規
採
用
保
育
士
が
短
期

間
で
退
職
す
る
状
況
が
あ

る
。
市
は
保
育
士
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
事
業
や
大
和
保
育

所
の
公
開
保
育
な
ど
に
よ
り

園
を
支
援
。
昨
年
度
に
県
の

事
業
で
一
部
の
園
に
社
会
保

険
労
務
士
の
派
遣
を
受
け
た

が
、改
善
に
至
っ
て
い
な
い
。

引
き
続
き
、
県
と
も
協
議
を

行
い
努
力
し
て
い
く
。

　
通
学
路
や
学
校
付
近
の

道
路
で
、
白
線
が
消
え
か
け

て
い
る
横
断
歩
道
や
、
防
犯

灯
が
少
な
い
た
め
日
没
後
に

歩
行
者
が
見
え
づ
ら
い
歩
道

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
保
全
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

過
大
規
模
校
緩
和
策
で
校

区
再
編
を
検
討
中
だ
が
、
今

か
ら
で
も
通
学
路
の
安
全
整

備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
校
区
外
通
学
制
度

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
は
。

　
通
学
路
の
保
全
は
、
地

域
か
ら
の
要
望
を
含
め
て
、

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
関
係
機
関
と
協
議
し
て

対
応
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
は
安
全
に
通
学

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も

関
係
部
局
と
連
携
し
、
安
全

な
通
学
路
整
備
に
努
め
る
。

校
区
外
通
学
制
度
は
希
望

に
応
え
る
制
度
。
保
護
者
の

責
任
で
通
っ
て
い
た
だ
く
。

認可保育所等の受け入れ枠は十分なのか

夜間見えづらく危険な横断歩道の対応は

保育士不足が続いており、定員数の受け入れが難しい状況

対策として警察に点灯する標識などを提案し、要望したい

中村 晶代 議員

石田 まなみ 議員

▲保育の現場を働き
やすい環境に

▲夜も安全な通学路
の整備を

額面金額

72
億
円

？

時価

▲債券の現在の価値は？
含み損はいくらになるか

▲高校生まで子ども
医療費の助成拡大を

▲土地所有者の許可なく
放置されている車両

答弁

答弁

　
市
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
債
券
の
売
却
収
益
を
目

指
す
方
向
に
基
金
運
用
の
方

針
を
転
換
し
た
。
現
在
、
市

が
所
有
す
る
全
て
の
債
券
は

売
却
損
が
発
生
す
る
こ
と
が

決
算
審
査
で
判
明
し
た
。
債

券
の
購
入
時
期
は
い
つ
か
。

今
後
の
資
金
需
要
が
大
き
い

が
、
い
つ
売
却
す
る
の
か
。

異
常
な
基
金
運
用
の
責
任

は
市
長
に
あ
る
の
で
は
。

　
現
有
債
券
は
、
令
和
元

年
８
月
か
ら
令
和
２
年
６
月

に
購
入
し
た
30
年
満
期
の
国

債
で
あ
る
。
現
在
は
全
て
時

価
が
下
が
り
、
売
却
す
れ
ば

売
却
損
が
生
じ
る
。
今
後
は

必
要
に
応
じ
て
、
売
却
損
が

単
年
度
の
基
金
運
用
益
に
収

ま
る
範
囲
で
現
金
化
す
る
。

債
券
比
率
を
高
め
て
運
用

益
を
求
め
た
が
、
社
会
情
勢

が
変
化
し
た
。組
織
で
判
断
、

結
果
は
市
長
が
責
任
を
負
う
。

基金の７割を72億円の債券に、異常では
満期保有でなく売却目的で購入、責任は決裁者市長にある

豆田 優子 議員

　
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
環

境
に
左
右
さ
れ
ず
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
事
は
、
行
政
の
責
務
で

あ
る
。
現
在
、
多
く
の
地
方

自
治
体
で
助
成
対
象
を
18
歳

ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。
本

来
は
、
国
が
全
国
ど
こ
で
も

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
整

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
国

の
制
度
改
革
を
待
た
ず
に
本

市
独
自
で
助
成
対
象
を
18
歳

ま
で
拡
大
す
べ
き
で
は
。

　
本
市
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
は
中
学
生
ま
で
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
。
近
隣
で

も
古
賀
市
、
宗
像
市
な
ど
、

全
国
的
に
18
歳
ま
で
を
助
成

対
象
に
す
る
自
治
体
が
広

が
っ
て
お
り
、
国
の
政
策
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
引

き
続
き
、
市
長
会
等
を
通
じ

て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

子ども医療費助成を18歳まで拡大しては
現段階で高校生までの助成拡大は財政運営上厳しい状況

岩下 豊 議員

　
勝
浦
で
廃
車
を
取
り
扱
っ

て
い
る
外
国
人
の
業
者
が
、

農
地
の
所
有
者
の
承
諾
も
な

く
、
多
く
の
車
両
を
何
年
も

放
置
し
て
い
る
。
農
道
や
森

林
管
理
署
が
管
理
し
て
い
る

防
風
保
安
林
に
も
放
置
し
て

い
る
。
土
地
所
有
者
が
、
再

三
、
撤
去
を
求
め
て
も
解
決

で
き
て
い
な
い
。
土
地
所
有

者
は
市
に
業
者
へ
の
対
応
を

求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
土
地
所
有
者
の
許
可
も

な
く
車
両
を
放
置
し
て
い
る

こ
と
は
不
法
投
棄
や
不
法
占

用
に
あ
た
り
、
違
法
な
行
為

で
あ
る
。
現
在
、
市
と
警
察

で
業
者
に
対
し
て
車
両
の
撤

去
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
土
地
所
有
者
と
必
要
に

応
じ
て
連
絡
を
取
り
、
市
の

関
係
部
局
と
協
議
し
、
警
察

や
森
林
管
理
署
等
と
共
に
粘

り
強
く
対
応
し
た
い
。

無許可で放置されている車両への対応は
土地所有者や警察等と連携し、業者に車両撤去を求めていく

尾島 武弘 議員

答弁

答弁

答弁

▲議会だよりふくつ78号の特集
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議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行

2025. 2025. 号号冬冬
フリガナ
氏名

住所　〒　　　－

電話番号（紙面掲載時の確認の際に連絡します）

年齢

歳

ペンネーム

お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合

る
。
バ
ス
や
運
転
手
の
確
保
な
ど
運

用
面
の
課
題
も
多
い
た
め
、
早
め
の

検
討
と
着
手
が
必
要
で
あ
る
。
校
区

再
編
す
る
上
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

必
要
な
条
件
で
あ
り
、
校
区
再
編
と

並
行
し
て
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

援
や
家
計
支
援
な
ど
、
３
つ
の
居
場

所
の
形
態
は
違
っ
て
い
る
が
、
保
護

者
の
就
労
支
援
も
取
り
入
れ
た
、
寄

り
添
い
型
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
子

ど
も
の
成
長
を
見
守
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

三
原
市
の
ラ
フ
ラ
フ
は
、
高
校
を

卒
業
し
た
後
も
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

関
わ
る
な
ど
、
持
続
性
の
あ
る
子
育

て
支
援
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

尾
道
市
の
子
ど
も
第
３
の
居
場
所

は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
や

学
校
、
企
業
な
ど
が
行
政
と
情
報
や

課
題
を
共
有
し
、
連
携
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
幸
せ
に
暮
ら

し
、
成
長
す
る
た
め
の

重
要
な
事
業
で
あ
る
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
立
秀
峰
筑
波
義

務
教
育
学
校
で
は
登
下
校
の
た
め
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
用
し
て
い
る
。

本
市
で
実
施
す
る
場
合
の
参
考
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

制
度
や
運
用
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

当
該
校
は
７
校
の
小
学
校
と
２
校

の
中
学
校
を
統
廃
合
し
て
開
校
し

た
。
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
児

童
・
生
徒
数
は
９
８
９
人
、
そ
の
う

ち
５
５
８
人
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
し
て
い
る
。
計
20
台
が
稼
働
し
、

委
託
業
者
４
社
と
５
年
間
約
９
億
６

６
月
に
国
の「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
改
正

さ
れ
、
本
市
で
も
こ
ど
も
計
画
策
定

に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

５
５
８
万
円
で
契

約
。
県
や
国
の
補
助

金
を
活
用
し
、
現
在

は
市
が
全
額
負
担
し

て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
用
が
前
提

で
学
校
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
バ
ス
の
待

機
場
所
や
乗
降
場
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

本
市
で
は
校
区
再
編
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
バ
ス
を
導
入
す
る
に
は

受
け
入
れ
先
の
学
校
に
バ
ス
の
待
機

場
所
や
乗
降
車
場
所
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
補
助
金
の
活
用

が
難
し
く
、
予
算
確
保
が
課
題
で
あ

と
か
ら
、
先
進
地
の
広
島
県
の
二
市

を
視
察
し
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

広
島
県
三
原
市
の
児
童
館
ラ
フ
ラ

フ
の
特
長
は
、
行
政
と
中
高
生
で
つ

く
っ
た
児
童
館
で
あ
る
こ
と
と
、
施

設
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
も
運
営
に
関
わ
っ

て
、
世
代
を
超
え
た

活
動
が
続
い
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。　

広
島
県
尾
道
市
は

日
本
財
団
と
協
定
を

結
び
、
貧
困
世
帯
の

子
ど
も
第
３
の
居
場

所
を
３
か
所
に
設
置

し
て
い
る
。
学
習
支

▲十分なスペースを確保し、
安全なバス運行を実施

▲三原市の児童館ラフラフ

秀し
ゅ
う

峰ほ
う

筑つ
く

波ば

義
務
教
育
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
用
を
視
察

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
視
察

　　　　各常任委員会が所管する事務について行った 先進地への行政視察を報告します。

総務部、経営企画部、教育部、会計課、監査事務局等
の事務について調査研究しています。

市民生活部、健康福祉部、こども家庭部の事務につい
て調査研究しています。

総 務 文 教 委 員 会市 民 福 祉 委 員 会

委員会調査リポート

報告書はこちら報告書はこちら

世
代
を
超
え
て
よ
り
良
く
暮
ら
す
に

は
、
地
域
公
共
交
通
の
充
実
は
不
可

欠
と
考
え
る
。
高
齢
者
の
外
出
の
機

会
を
妨
げ
な
い
た
め
に
も
、
早
急
に

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

実
験
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
。

埼
玉
県
鴻
巣
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
フ
ラ
ワ
ー
号
、
こ
う
の
す
乗
合

タ
ク
シ
ー
、デ
マ
ン
ド
交
通
ひ
な
ち
ゃ

ん
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
移

動
手
段
の
確
保
、
交
通
空
白
地
域
へ

の
対
応
な
ど
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
も
適

応
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

鴻
巣
市
の
取
り
組
み
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

フ
ラ
ワ
ー
号
は
、
８
路
線
で
鴻
巣

市
全
域
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
し
、
利
用
者

数
は
埼
玉
県
内
１
位
の
実
績
が
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
し
て
、
こ
う
の

す
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で

あ
る
。
完
全
予
約
制

で
、
同
乗
、
低
運
賃

で
、
全
市
民
の
日
常

生
活
に
お
け
る
移
動

手
段
の
確
保
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

ひ
な
ち
ゃ
ん
タ
ク

シ
ー
は
、
利
用
者
を

高
齢
者
や
妊
婦
な
ど
に
限
定
し
て
お

り
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
事
前
登

録
が
必
要
。
１
人
に
つ
き
月
８
件
ま

で
の
利
用
制
限
が
あ
り
、
利
用
時
に

電
話
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

今
後
、子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
、

▲さまざまな手段を活用して
地域公共交通の充実を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
交
通
に
つ
い
て
視
察

市民共働部、経済産業部、都市整備部、農業委員会事
務局の事務について調査研究しています。

建 設 環 境 委 員 会

報告書はこちら

今年も市内３つの中学校による「福津市こども未来議会
2024」が10月26日に開催されました。

９つのグループが市の現状や課題について調査し、市
が「幸せなまち」になるためのプロジェクトとして提案を
まとめ、議場で市長や執行部に向けて発表しました。

また、自分たちの考えたプロジェクトに対して、中学
生自身や小学生も巻き込んだ行動も表明しており、小中
９年間の繋がりを感じるとともに、未来を担う中学生の
姿に頼もしさを感じました。

福津市こども未来議会2024開催！

中学生が考えた９つのプロジェクトを
市長にアピール！

伝統文化祭を提案する
福間中学校の生徒たち

1 2議 会 だ よ り  ふ く つ



紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  No!ハラスメント

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2025.冬号2025.冬号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
（１月８日　校了日現在）
委　員　長　福井 崇郎
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　中村 恵輔　井手口忠信
　　　　　　山本 祐平　石田まなみ

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

冬

同
町
議
会
総
務
建
設
水

道
常
任
委
員
会
が
、
上
西

郷
川
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

西
郷
川
リ
バ
ー
ス
基
本

計
画
、
上
西
郷
川
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
九
州
大
学
と

の
協
定
を
紹
介
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
の
議
会
、

首
長
、
市
民
等
に
よ
る
、

地
域
の
民
主
主
義
向
上
に

資
す
る
優
れ
た
取
り
組
み

を
評
価
す
る
第
19
回
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
大
賞
の
九
州
・

沖
縄
エ
リ
ア
選
抜
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
ふ
く
つ
は

愛
称
を「G

-FU
KU

TSU

」

と
し
て
全
面
刷
新
し
、
市

民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

市
民
が
登
場
す
る
特
集
ペ
ー

ジ
、市
民
投
稿
の
コ
ー
ナ
ー
、

漫
画
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

な
ど
、
市
民
参
加
に
よ
っ

て
身
近
な
議
会
を
イ
メ
ー

ジ
づ
け
る
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

同
市
議
会
産
業
常
任
委

員
会
が
、
本
市
の
ひ
か
り

の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
に
つ

い
て
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
の
経
緯
や

地
元
の
諸
団
体
や
企
業
と

の
連
携
、
ま
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
後
の
観
光
客
数
の
推
移

な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
を

さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は「
光
の
道
」

「
か
が
み
の
海
」と
併
せ
て

「
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
」と
い
っ

た
年
間
の
行
事
な
ど
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
観
光
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

大
阪
府
島
本
町
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

「G
-FU

KU
TSU

」マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
エ
リ
ア
選
抜
に
選
出

宮
城
県
大
崎
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

た
い
で
す
。
変
え
る
の
は
ひ
と
り

ひ
と
り
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

（
ナ
ポ
リ
タ
ン
さ
ん
／
40
歳
代
）

特
集
の
18
歳
の
投
票
意
識
で
は
、

若
い
子
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
幸

せ
な
未
来
の
た
め
に
、
私
た
ち
も

必
ず
投
票
に
行
か
な
け
れ
ば
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
な
ど
で
議
員
が
頑
張
っ

て
い
る
の
で
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
み
か
ん
さ
ん
／
50
歳
代
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
表
紙
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
20
歳
代
の
娘

に
も
好
評
で
す
。
前
号
の
特
集
は

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
政
治
に

関
心
が
な
い
と
言
わ
れ
る
世
代
の

率
直
な
意
見
と
、
市
に
対
す
る
思

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
20
～
30
代
の
若
い
世
代

が
元
気
に
活
躍
す
る
活
気
あ
る
ま

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
福
津
で
働

き
た
い
、
福
津
に
住
み
た
い
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
さ
ん
／
50
歳
代
）

前
号
の
特
集
が
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
支

え
て
い
く
若
い
世
代
の「
投
票
に
行

か
な
い
・
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
意

見
が
半
数
以
上
だ
っ
た
こ
と
は
、

大
人
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
市

政
を
知
る
機
会
や
、
自
分
事
と
し

て
の
実
感
が
な
い
と
、
政
治
に
関

心
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

我
が
子
も
数
年
後
に
は
選
挙
権

を
持
つ
の
で
、
進
ん
で
投
票
に
行

け
る
よ
う
、
家
族
で
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

（
お
は
ぎ
さ
ん
／
40
歳
代
）

今
ま
で
大
き
な
不
満
は
な
か
っ

た
の
で
、「
投
票
が
未
来
を
変
え
る
」

の
意
味
が
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
議
会
だ

よ
り
を
読
ん
で
、
私
た
ち
市
民
が

日
常
生
活
で
感
じ
る「
も
っ
と
こ
う

だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
」を
伝
え
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

政
治
の
こ
と
は
ま
だ
知
ら
な
い

事
も
多
い
で
す
が
、
は
じ
め
の
一

歩
と
し
て
、
次
の
選
挙
は
必
ず
参

加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
ま
る
さ
ん
／
20
歳
代
）

私
は
、
議
員
と
接
す
る
機
会
が

あ
り
、
個
々
の
議
員
の
活
動
を
間

近
で
見
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
共
生
社
会
の
理
念

を
も
っ
と
大
切
に
し
、
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
に
も
、
政
治
に
興
味

を
持
て
る
環
境
に
し
て
い
た
だ
き

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　特集では、初の市外での取材を行い、
筑紫野市議会の赤司議長と福岡県議会
にご協力をいただきました。広報委員
会任期２年の最後の集大成となった本
号では、時代と共に考え方や価値観は
変わっていきますが、普段の皆さんの
行動の見直しや、選挙運動や政治活動
でやってはいけないことを知る機会に
していただけると幸いです。挑戦し続
ける議会だよりに、ご協力いただいた
多くの方々に感謝申し上げます。

（福井 崇郎）

編集後記

　議会の二つの使命を完全に達成でき
るよう懸命に努力すること。

議員の職責

　住民を代表する公選の議員で構成さ
れる地方公共団体の議事機関です。

議会の地位

①地方公共団体の条例や予算等の団体
意思を最終的に決定すること。

②執行機関の行財政の運営や事務処理
ないし事業の実施が、すべて適法か
つ適切に、公平で効率的に、そして
民主的になされているかどうかを批
判し監視すること。

議会の二つの使命

10
25

10
28

私
の
一
票
が

大
切
な
理
由
が

わ
か
り
ま
し
た

①20周年
②22回
③20台

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ 

答
え

我
が
子
に
も

政
治
や
選
挙
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
き
た
い
で
す

福
津
市
を

変
え
る
の
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
で
す

　議会を傍聴してみませんか。傍聴の
際は、議事進行の妨げとならないよう
傍聴規則を遵守し、大声や拍手を厳に
慎んでいただきますようお願いしま
す。なお、本会、予算および決算審査
特別委員会は、中継と録画
配信もしています。
※託児サービスあり（要事前予約）

議会の傍聴 中継・録画配信

中継・録画配信

３月定例会
３月11日（火）開会
３月28日（金）閉会予定

次回の定例会

市議会HP請願陳情の受付締切予定
２月28日（金）正午

と
て
も

分
か
り
や
す
く
て

読
み
や
す
か
っ
た
で
す

若
い
世
代
が
活
躍
す
る

魅
力
あ
る
福
津
市
に

1 5 議 会 だ よ り  ふ く つ



議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。
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い
よ
い
よ

市
長
選
挙
で
す

大
切
な
一
票
を

生
か
し
ま
し
ょ
う

そ
う
い
え
ば

最
近
の
選
挙
で
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で

若
者
の
投
票
率
が

上
が
っ
た
そ
う
よ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
っ
て

使
っ
て
い
る
う
ち
に

自
分
好
み
の
情
報
を

自
動
的
に
集
め
て
く
る

仕
組
み
も
あ
る
の
よ

そ
れ
に
誹
謗
中
傷
や

不
確
か
な
情
報
を

流
す
人
も
い
る
の
よ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
が

す
べ
て
正
し
い
訳
じ
ゃ

な
い
ん
だ
よ
ね

投
票
率
が
上
が
れ
ば

多
く
の
市
民
の
声
が

市
政
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
に
な
る

選
挙
で
選
ば
れ
た

市
長
と
議
会
が

車
の
両
輪
と
な
っ
て

福
津
市
を
よ
り
よ
く

し
て
い
き
ま
す

演
説
を
聞
く
の
も

い
い
か
も
ね…そ

う
だ…

そ
う
だ
よ…

そ
の
と
お
り

で
き
る
だ
け

違
う
意
見
を

聞
い
て
み
た
り

そ
れ
は

や
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
こ
と
だ

ど
ち
ら
に
し
て
も

あ
な
た
の
一
票
よ

選
挙
に
行
か
な
き
ゃ

何
も
始
ま
ら
な
い

そ
れ…

本
当
？

知
ら
な
い
う
ち
に

好
み
の
情
報
ば
か
り

見
ち
ゃ
う
こ
と
に

な
る
の
か
い
？

で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
っ
て

注
意
が
必
要
ね

登場人物

●自分たちの１票が未来を変える
近年は、高齢者よりも若年層の投票率が低い状況
が続いています。そうなると、若い人たちの意志が
市政に届かなくなり、若い人たち向けの政策が実現
しづらくなる可能性もあります。
一人一人が投票することで、意志を伝えることが
大切です。「自分一人が投票に行ったところで、未
来なんて変わらない」ではなく「自分たちの１票１票
で未来を変えていく」のです。

❹
今回のお題は「選挙に行こう」


